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山
川
幸
喜
の
略
歴

幸
喜
は
、
友
益
と
も
称
し
、
土
佐
藩
西
洋
医
学
の
第
一
人
者
と
い
わ

れ
た
。
天
保
三
年
十
二
月
二
十
九
日
土
佐
に
生
れ
る
。
文
久
二
年
四
月

二
十
二
日
山
内
容
堂
公
の
側
医
加
役
と
な
り
、
五
人
扶
持
二
十
石
を
給

さ
れ
る
。
同
年
閨
八
月
江
戸
で
石
川
桜
所
に
入
門
、
蘭
方
を
学
ぶ
。
慶

応
三
年
十
月
二
十
八
日
藩
費
留
学
生
と
し
て
長
崎
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、

長
崎
で
は
、
前
年
フ
ラ
ン
ス
へ
注
文
し
た
キ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
（
人
体
模

型
）
を
受
領
し
て
長
崎
病
院
長
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
指
導
を
受
け
、
仏
文

説
明
書
の
蘭
訳
を
す
る
な
ど
解
剖
学
的
研
究
を
試
み
た
。
帰
国
後
、
藩

公
侍
医
並
と
な
り
開
成
館
医
局
教
授
を
ね
、
の
ち
側
医
本
役
に
進
み
医

療
局
頭
取
を
兼
ね
、
禄
五
百
五
十
石
と
な
る
。

明
治
四
年
宮
内
省
九
等
出
仕
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
六
年
権
少
侍
医

に
任
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
明
治
八
年
六
等
侍
医
に
遷
り
正
七
位
に
叙
せ
ら

れ
る
が
、
明
治
十
年
八
月
官
制
改
正
に
と
も
な
い
医
員
に
降
格
と
な
り
、

同
年
退
官
す
る
。
の
ち
東
京
で
開
業
。
明
治
二
十
三
年
の
「
第
一
回
日

本
医
学
会
員
名
簿
」
に
は
住
所
が
京
橋
区
元
数
寄
屋
町
二
丁
目
と
あ
る
。

山
川
幸
存
の
井
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
の
研
究
（
十
九
）

池
川
文
沸
研
究
会

山
川
幸
喜
の
書
簡

幸
喜
の
書
簡
は
二
十
三
通
を
数
え
る
。
幸
喜
は
、
土
佐
藩
を
代
表
す

る
蘭
方
医
で
あ
り
、
長
州
藩
を
代
表
す
る
蘭
方
医
の
青
木
研
蔵
が
長
州

藩
の
意
向
を
う
け
て
侍
医
と
な
っ
た
よ
う
に
、
土
佐
藩
の
意
向
を
う
け

て
侍
医
と
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
侍
医
と
し
て
は
不
遇
で
あ
っ

た
。
西
南
戦
争
の
際
の
財
政
改
革
に
と
も
な
い
侍
医
か
ら
医
員
に
降
格

さ
れ
た
の
を
機
に
、
退
官
し
て
開
業
し
て
い
る
。

書
簡
の
内
容
を
み
る
と
、
侍
医
勤
務
に
か
か
わ
る
も
の
は
な
く
、
も

っ
ぱ
ら
開
業
時
の
医
家
と
し
て
の
病
用
で
あ
る
。
幸
喜
の
診
察
し
た
患

者
に
は
、
晩
年
の
岩
倉
具
視
を
は
じ
め
岩
倉
家
・
有
馬
家
・
今
城
定
徳

家
・
象
本
家
・
広
幡
家
・
細
川
廣
世
家
・
伊
東
家
・
南
家
・
亀
井
家
・

三
宅
幹
吉
家
・
久
我
真
道
家
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
華
族
の

患
者
を
多
数
か
か
え
、
謙
斎
の
強
い
支
援
を
受
け
な
が
ら
流
行
し
て
い

た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
（
遠
藤
正
治
）

明
治
四
十
四
年
九
月
十
九
日
、
東
京
市
小
石
川
に
没
、
年
八
十
。
妻
は

須
磨
と
い
っ
た
。

（
参
考
文
献
・
平
尾
道
雄
『
土
佐
医
学
史
考
」
高
知
市
民
図
書
館
、
昭
和
五
十

二
年
、
大
植
四
郎
『
明
治
過
去
帳
」
東
京
美
術
、
昭
和
四
十
六
年
）
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書簡番号発信年月日（）内推定発信者名受信者名備考

岩倉右大臣熱海旅行

有馬家患者

福岡氏へ御来診

御愛子様御異例

今城定徳殿肺結核

晩餐会招待

象本内証御尊診

象本之患者

当家御病人様御診察

広幡正二位公姫儂麻

質私

細川廣世肋膜炎

岩倉家へ御苦労様

伊東文姫様拝診

陸乖尉官塩田千稔肺

疾

南様御容体

南様へ御来診

亀井家小児御来診

三宅幹吉小児

岩倉亥尾子殿御快方

拙孫不快御来診御礼

具綱殿より伝承

久我真道病床

岩倉後室嘔気之気味

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
Ｈ
日
日
日
日
日
日

肥
泥
１
訓
泌
５
９
Ｆ
７
旭
賜
”
妬
鴫
陥
鴫
皿
羽
珊
１

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

１
Ⅱ
屹
胆
９
５
４
４
５
Ⅱ
Ⅱ
９
３
３
３
３
４
４
３
５

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

６１Ｉ治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治

明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山111幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

睾豈
－鮨・ロ

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

山川幸喜

池田先生

池旧大国手

池田大先生

池田大先生

池田大先生

池田大先生

池田尊台

池田大国手

池田大先聖

７
８
９
０
１
２
６
３
４

１
１
１
２
２
２
２
２
２

９
９
９
９
９
９
９
９
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９

池田大国手l(）2925

池田大先生

池田大先生

池田大先生

池田大先生

池田

池田

池田大先生

池田大先生

池田大先生

池田盟台

大国手池田

先生

池田大先生

池田大先生

７
８
９

２
２
２

９
９
９

２
２
２

１
２
３

１
１
１

14293(）

２
１
３
４
５
６

３
３
３
３
３
３

９
９
９
９
９
９

２
２
２
２
２
２

５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
２

212937明治年8月4日

明治

明治

年l()月31日

年12月28H

２
３
２
２
８
９
３
３
９
９
２
２
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（
封
筒
表
）
駿
河
台
池
田
謙
斎
様
侍
史

（
封
筒
裏
）
岩
倉
家
二
て
認
山
川
幸
喜
一
月
十
八
日

（
１
）

益
御
清
穆
奉
拝
賀
候
、
陳
ハ
岩
倉
右
大
臣
公
、
来
ル
廿
一
日
熱
海
行
内

実
御
日
取
り
二
相
成
候
、
就
て
ハ
明
後
廿
日
朝
八
時
頃
、
御
苦
労
な
が

ら
御
参
診
被
下
候
様
被
申
出
候
、
御
旅
行
中
御
薬
彼
是
御
示
諭
被
下
候

様
奉
願
度
、
執
御
参
診
之
節
小
生
も
参
殿
御
教
示
可
奉
願
、
右
願
用
而

已
草
々
頓
首
拝

一
月
十
八
日
岩
倉
家
二
て
山
川
幸
喜

池
田
先
生
虎
皮
下

１
明
治
（
十
六
）
年
一
月
十
八
日

二
九
一
七
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

２
明
治
年
十
一
月
二
十
八
日

二
九
一
八
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
様
願
用

１
）
岩
倉
右
大
臣
．
：
…
岩
倉
具
視
。
明
治
十
六
年
ガ
ン
症
に
か
か
り
熱
海
．

京
都
に
探
養
し
た
（
伊
東
方
成
書
簡
一
五
五
「
池
田
文
書
の
研
究
十
」

「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
四
十
巻
第
二
号
、
一
三
三
～
一
三
四
）
。
本

簡
は
こ
の
熱
海
行
き
の
直
前
の
も
の
か
。
具
視
は
一
月
二
十
三
日
か

ら
二
月
二
十
六
日
ま
で
熱
海
に
療
養
。
七
月
二
十
日
死
去
。

〔
田
中
〕

（
封
筒
裏
）
〆
十
一
月
廿
八
日
山
川
幸
喜

昨
日
之
脈
脾
、
体
温
別
紙
之
通
二
御
坐
候
、
奉
入
高
覧
候

有
馬
家
御
患
者
、
昨
夕
相
診
候
処
、
御
熱
度
却
而
増
進
被
致
、
如
貴
諭
、

四
日
間
も
キ
ニ
ー
子
指
上
候
得
共
、
都
て
御
瞑
眩
之
徴
候
も
無
之
、
就

て
ハ
是
迄
塩
酸
キ
ニ
ー
子
之
処
、
検
査
之
上
、
硫
酸
キ
ニ
ー
子
二
取
替
、

前
量
之
上
三
氏
ヲ
加
へ
十
八
氏
ヲ
三
回
二
、
今
朝
よ
り
指
上
候
筈
二
仕

置
申
候
、
本
日
御
苦
労
ニ
ハ
奉
存
候
得
共
、
御
繰
合
を
以
御
往
診
被
下

問
敷
哉
、
此
段
以
害
中
奉
伺
候
、
若
御
往
診
も
被
下
候
ハ
、
、
豫
メ
御

刻
限
拝
承
仕
度
候
、
余
は
拝
鳳
繧
々
可
申
上
候
、
草
々
頓
首

十
一
月
廿
八
日
山
川
幸
喜

池
田
大
国
手
呈
閣
下

廿
七
日
午
前
十
一
時
脈
九
十
、
温
三
十
七
度
六
分
、
同
十
一
時
過

御
下
利
、
午
後
三
時
御
下
利
少
々
、
同
三
時
過
脈
九
十
五
、
温
三

十
九
度
、
同
五
時
半
脈
百
四
、
温
三
十
九
度
八
分
〔
田
中
〕

二
九
一
九
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

（
１
）

昨
日
も
福
岡
氏
へ
御
来
診
被
下
萬
々
難
有
奉
存
候
、
御
帰
之
跡
参
り
、

体
温
相
試
候
処
、
格
別
之
違
も
無
之
、
三
十
日
午
後
六
時
半
、
脈
七
十

六
・
温
三
十
八
度
七
分
、
同
夜
十
二
時
前
乞
診
申
来
、
早
速
拙
診
仕
り

候
処
、
何
分
睡
眠
二
就
キ
兼
、
梢
眠
ラ
ン
ト
欲
ス
レ
ハ
直
チ
ニ
夢
一
一
醒

メ
、
為
時
妄
謬
ヲ
発
ス
ル
由
、
昼
間
二
比
ス
レ
ハ
引
渇
も
甚
敷
、
精
神

も
何
ト
ナ
ク
不
穏
様
見
受
申
候
、
午
前
一
時
十
分
前
、
脈
七
十
八
・
温

３
明
治
年
十
二
月
一
日
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（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
様
尊
下
山
川
幸
喜

（
封
筒
裏
）
〆
十
二
月
三
十
一
日

月
迫
仕
候
、
益
御
清
祥
奉
拝
賀
候
、
然
は
過
日
来
、
御
愛
子
様
御
異
例

（
１
）

之
由
、
昨
日
山
科
元
行
よ
り
伝
承
仕
候
、
嚥
御
心
配
可
被
成
奉
拝
察
候
、

猶
御
保
護
專
要
一
一
奉
存
上
候
、
意
外
之
御
無
音
御
捨
免
可
被
下
候
、
早

速
御
見
舞
も
可
申
上
筈
之
処
、
取
紛
御
無
音
仕
候
、
掴
此
品
甚
軽
微
之

（
別
）

至
一
一
御
坐
候
得
共
、
任
倒
来
奉
入
貴
覧
候
、
御
笑
留
も
被
下
候
ハ
、
本

懐
之
至
二
奉
存
候
、
軌
明
春
早
々
以
参
愛
度
可
奉
拝
芝
、
走
々
頓
首

十
二
月
三
十
一
日
山
川
幸
喜
拝

池
田
大
先
生
呈
閣
下

４
明
治
年
十
二
月
三
十
一
日

二
九
二
○
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

三
十
九
度
八
分
二
昇
し
り
、
右
之
如
く
余
程
熱
発
仕
候
間
、
至
極
願
兼

候
得
共
、
今
朝
外
来
御
診
察
前
、
烏
渡
御
来
診
被
下
問
敷
哉
、
此
段
為

御
相
談
奉
呈
一
書
候
也

十
二
月
一
ｕ
午
前
一
時
認
福
岡
二
て
山
川
幸
喜

池
川
大
先
生
机
下

（
１
）
柵
岡
：
．
…
福
岡
孝
弟
か
。
孝
弟
は
五
箇
条
御
誓
文
の
起
草
者
の
一
人
。

明
治
五
年
文
部
大
輔
、
司
法
大
輔
。
十
四
年
参
議
兼
文
部
卿
。
十
六

年
参
事
院
議
長
。
子
爵
。
大
正
六
年
没
。
〔
田
中
］

二
九
一
二
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

（
１
）

御
花
筆
被
投
難
有
奉
拝
披
候
、
益
御
安
泰
奉
恐
賀
候
、
然
ハ
今
城
定
徳

殿
、
久
敷
肺
結
核
症
二
て
、
過
日
も
御
来
診
被
為
下
候
其
節
、
無
拠
差

支
御
出
会
不
申
上
、
残
懐
仕
候
、
御
診
断
御
処
方
等
代
理
之
者
方
逐
一

伝
承
仕
候
、
将
又
本
日
も
御
高
診
御
処
方
害
等
被
仰
下
、
一
、
安
息
香

酸
曹
達
吸
入
、
一
、
吐
根
浸
砿
砂
加
面
香
精
水
薬
、
一
、
カ
ン
フ

ル
莫
児
韮
浬
粉
剤
、
｜
、
ケ
レ
オ
ソ
ー
ト
丸
薬
前
方
、
早
速
調
進

仕
候
、
御
示
諭
被
下
候
通
り
、
昨
今
之
冷
気
二
付
咳
嗽
も
頻
発
、
既
二

上
肢
下
肢
と
も
浮
腫
ヲ
生
、
追
々
衰
弱
相
加
ハ
リ
他
二
致
方
も
無
之
次

第
二
御
坐
候
、
甚
御
迷
惑
ハ
奉
恐
察
候
得
共
、
将
又
御
差
繰
御
序
ヲ
以

御
高
診
之
程
伏
て
奉
懇
願
候
、
右
御
礼
秀
如
是
御
坐
候
、
謹
言

九
月
廿
三
日
山
川
幸
喜

池
田
大
先
生
呈
閣
下

（
１
）
今
城
定
徳
・
…
・
・
華
族
。
花
山
院
家
別
家
。
文
久
三
年
生
、
明
治
九
年

承
。
明
治
二
十
五
年
没
。
〔
田
中
〕

（
１
）
山
科
元
行
・
…
・
典
医
。
川
姓
松
尾
相
成
。
明
治
十
五
年
宮
内
省
医
員

と
な
る
。
明
治
四
十
三
年
没
。
〔
田
中
〕

５
明
治
年
九
月
二
十
三
日
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二
九
二
二
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

（
封
筒
表
）
駿
河
台
北
甲
賀
町
十
五
番
地
池
田
謙
斎
様
侍
史

（
封
筒
裏
）
〆
五
川
五
日
元
数
寄
屋
町
二
丁
め
壱
番
地
山
川
幸
喜

拝
啓
仕
候
、
益
御
多
祥
奉
恐
賀
候
、
然
は
昨
日
御
留
守
様
迄
御
案
内
奉

申
上
置
候
通
り
、
明
後
七
日
御
招
待
、
晩
餐
奉
差
上
度
、
何
卒
御
繰
合

を
以
、
該
日
午
後
四
時
頃
よ
り
御
来
車
被
下
度
奉
待
上
候
、
尚
又
奉
呈

郵
書
候
、
謹
言

五
月
五
日
山
川
幸
喜
拝

池
田
大
先
生
閣
下
〔
田
中
〕

７
明
治
年
四
月
九
日

二
九
二
六
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

意
外
之
御
無
音
は
伏
て
御
捨
免
ヲ
乞

御
懇
書
被
投
難
有
奉
拝
見
候
、
然
ハ
象
本
内
証
御
尊
診
被
下
萬
々
奉
拝

謝
候
、
兼
て
御
高
診
奉
乞
御
相
談
可
申
筈
之
処
二
て
、
於
小
生
も
大
ニ

カ
を
得
申
候
、
尚
此
上
容
体
二
寄
時
々
御
示
諭
奉
受
度
奉
存
候
間
、
宜

敷
御
許
容
奉
願
上
候
、
即
本
口
方
御
思
召
通
り
、
本
兼
と
も
転
方
投
与

仕
り
置
申
候
、
執
以
参
堂
繧
々
可
申
尽
候
得
共
、
先
右
拝
報
而
已
申
上

置
候
、
頓
首
拝

四
月
九
日
山
川
幸
喜
拝

池
田
尊
台
閣
下
〔
田
中
〕

６
明
治
年
五
月
五
日

益
々
御
渭
祥
奉
拝
賀
候
、
然
ハ
昨
日
は
象
本
之
患
者
態
々
御
尊
診
被
下
、

千
万
難
有
仕
合
奉
存
候
、
小
生
義
、
御
帰
館
後
へ
参
診
、
僅
力
之
時
間

違
二
て
不
得
拝
眉
残
懐
仕
候
、
兼
て
奉
願
上
置
候
御
高
案
委
細
二
御
認

被
下
難
有
奉
拝
見
候
、
看
者
よ
り
巨
細
御
聞
取
も
被
下
候
通
り
、
去
ル

十
二
日
夕
六
時
頃
、
不
計
増
寒
甚
敷
（
損
）
可
也
咳
嗽
及
熱
（
損
）
仕
り
、

十
三
日
も
前
様
同
様
之
容
躰
二
付
、
十
四
日
不
得
止
、
塩
酸
キ
ニ
ー
子

（
卿
）

十
氏
、
生
姜
末
六
氏
、
甘
草
末
六
氏
、
右
為
丸
二
包
二
分
チ
、
憎
寒
一

時
半
前
、
三
十
分
ヲ
隅
テ
服
尽
為
致
候
処
、
存
外
裁
熱
ニ
相
成
、
将
又

十
五
日
キ
ニ
ー
子
五
氏
ヲ
前
之
通
り
一
一
作
り
頓
服
為
仕
、
御
指
揮
之
散

薬
ヲ
丸
卜
ナ
シ
、
シ
キ
タ
リ
ス
葉
末
ハ
矢
張
三
氏
二
て
キ
ニ
ー
子
六
瓦

ヲ
加
へ
（
損
）
水
薬
ハ
何
（
損
）
覚
え
、
且
吐
ヲ
促
（
ｌ
損
Ｉ
）
半
減
ト

ナ
シ
、
桂
皮
半
（
損
）
ヲ
熱
湯
六
（
ｌ
損
Ｉ
）
単
別
（
ｌ
損
’
二
日

之
並
ト
ナ
シ
三
回
二
（
損
）
水
ハ
矢
張
鎮
咳
用
意
二
仕
置
申
候
、
右
水
薬

加
減
之
義
ハ
何
卒
宜
敷
様
御
高
考
被
下
候
様
奉
願
上
候
、

○
一
昨
日
は
橋
本
先
生
御
来
診
被
下
、
高
案
具
サ
ニ
謹
承
仕
候
、
格
別

御
思
召
と
相
変
り
候
義
無
之
、
只
今
之
処
二
て
ハ
吸
入
剤
も
可
宜
旨
被

申
聞
、
幸
先
日
来
相
用
居
候
其
剤
カ
ル
キ
水
テ
レ
シ
ン
油
其
侭
有
之
候

（
桐
）

二
付
、
如
高
諭
一
日
両
度
斗
為
致
居
申
候
、
将
又
室
口
蒸
気
法
も
可
然

旨
被
申
聞
候
問
（
損
）
其
装
置
仕
候
、
昨
日
御
高
診
之
節
、
体
温
脈
度
も

御
量
り
被
下
、
キ
ニ
ー
子
ノ
量
も
御
記
置
被
下
、
本
日
方
貴
諭
之
通
一

８
明
治
年
四
月
十
七
日

一
一
九
二
三
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎
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当
家
御
病
人
様
、
過
日
御
指
揮
被
下
候
通
り
、
前
方
中
シ
キ
タ
リ
ス
葉
、

モ
ル
ヒ
子
共
除
去
致
し
差
上
来
り
候
処
、
一
昨
日
よ
り
少
々
又
御
感
冒

之
御
気
味
二
て
、
咽
喉
梢
充
血
し
、
微
痛
も
被
為
在
候
一
一
付
、
塩
剤
之

含
嗽
剤
差
上
申
候
、
且
つ
昼
夜
御
咳
嗽
頻
発
二
付
、
又
已
前
之
如
ク
シ

キ
タ
リ
ス
、
モ
ル
ヒ
子
ヲ
加
へ
差
上
置
申
候
、
為
メ
ニ
、
昨
夜
来
ハ
漸

次
御
咳
嗽
勘
少
二
被
為
成
候
、
乍
併
、
毎
夜
ト
ー
フ
ル
ス
散
ハ
御
差
図

之
通
り
差
上
置
候
事
、
尚
又
御
高
診
之
上
可
然
御
指
揮
被
為
下
候
様
伏

て
奉
希
望
候
也

五
月
七
日
午
後
相
認
山
川
幸
喜
再
拝

池
田
大
先
聖
〔
田
中
〕

氏
ヲ
増
加
仕
（
損
）
今
日
よ
り
体
温
脈
度
も
日
々
相
記
置
（
損
Ｉ
）
上
候

間
宜
敷
（
損
Ｉ
）
伏
て
奉
懇
願
候
、
言
余
拝
（
損
）
可
申
上
候
得
共
、
先

右
而
已
御
報
申
上
度
、
早
々
謹
白

四
月
十
七
日
山
川
幸
喜
拝

池
田
大
国
手
閣
下

再
伸
、
別
啓
恐
入
二
は
御
坐
候
得
共
、
若
橋
本
先
生
へ
御
出
会
之

節
ハ
宜
敷
様
御
伝
声
被
下
候
様
奉
願
上
候
『
再
拝
〔
田
中
〕

９
明
治
年
五
月
七
日

一
一
九
二
四
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

二
九
二
五
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

（
１
）

（
虫
）

拝
啓
仕
候
、
益
御
清
祥
奉
拝
賀
候
、
然
は
廣
幡
正
二
位
公
御
娘
口
姫
殿
、

先
達
て
来
儂
麻
質
私
二
罹
り
、
腰
脚
不
遂
之
処
、
追
々
快
方
二
相
成
候

際
、
両
度
感
冒
熱
ヲ
患
候
、
頗
ル
頑
固
熱
二
相
成
、
此
程
衰
弱
相
加
ハ

リ
、
壱
人
｜
一
て
調
剤
仕
候
義
も
大
二
心
配
仕
候
故
、
諸
先
生
方
へ
診
断

御
受
被
下
候
様
再
三
申
出
置
候
処
、
今
般
御
親
類
御
協
議
之
上
、
尊
台

へ
御
来
診
相
願
度
候
二
付
、
添
書
致
呉
候
様
本
日
家
扶
之
者
申
参
り
候

間
、
何
卒
前
件
之
通
御
来
診
之
程
伏
て
奉
仰
望
候
、
御
多
忙
之
御
中
至

極
願
上
兼
候
得
共
、
御
繰
合
を
以
御
来
診
被
下
候
様
奉
懇
願
候
、
言
外

奉
期
拝
眉
候
、
稽
首
再
拝

十
一
月
十
二
日
山
川
幸
喜

池
田
大
国
手
閣
下

病
家
先
赤
坂
仲
ノ
町
九
番
地
廣
幡
正
二
位
公
、
四
五
日
投
与
之

剤
、
黄
機
那
皮
一
言
四
弓
浸
、
結
重
曹
半
弓
、
榿
皮
舎
利
別
一
弓
、

右
一
日
分
四
回

（
１
）
廣
幡
正
二
位
公
…
…
廣
幡
忠
禮
。
内
大
臣
。
文
政
七
年
生
。
明
治
三

十
年
没
。
〔
田
中
〕

皿
明
治
年
十
一
月
十
二
日
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二
九
二
七
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

拝
啓
仕
候
、
益
御
清
栄
奉
恐
賀
候
、
然
ハ
小
生
親
友
細
川
廣
世
義
、
過

日
来
肺
肋
膜
炎
二
罹
り
、
近
辺
岩
佐
氏
分
局
詰
林
龍
之
助
療
治
相
受
居

候
処
、
末
夕
分
利
之
効
相
立
不
申
困
却
罷
在
候
、
就
て
ハ
本
人
義
も
是

非
先
生
之
御
高
診
奉
煩
度
、
何
卒
今
明
日
之
中
御
繰
合
を
以
御
来
診
被

下
候
様
偏
二
奉
懇
願
候
、
余
は
奉
期
拝
芝
候
、
謹
言

十
一
月
十
五
日
朝
細
川
二
て
認
小
山
幸
喜

池
田
大
先
生
閣
下

尚
以
患
者
住
所
左
一
一
上
六
番
町
廿
六
番
地
細
川
廣
世
〔
田
中
〕

拝
啓
、
益
御
安
泰
奉
恐
賀
候
、
然
ハ
昨
日
も
岩
倉
家
へ
御
苦
労
被
下
奉

拝
謝
候
、
御
病
人
様
昨
夜
も
先
御
変
り
無
之
、
御
平
穏
二
有
之
候
処
、

（
琳
力
）

今
午
後
四
時
頃
よ
り
少
々
僧
寒
之
気
味
二
て
嘔
気
有
之
、
同
六
時
頃
伊

東
君
も
御
来
診
、
脈
榑
七
十
六
、
体
温
三
十
八
度
三
分
二
昇
し
り
、
就

て
ハ
明
日
軽
量
之
灌
腸
ヲ
施
、
塩
酸
キ
ニ
ー
子
Ⅱ
郵
血
至
之
注
腸
ハ
如

何
、
尚
又
先
生
へ
拙
筆
を
以
相
伺
候
様
、
伊
東
君
方
被
申
置
候
間
、
御

高
考
奉
願
上
度
、
尤
本
日
御
繰
合
を
以
御
来
診
も
被
下
候
ハ
、
可
奉
待

上
哉
、
彼
是
相
伺
候
也
、
言
外
拝
眉
継
々
可
申
上
、
走
々
頓
首
拝

皿
明
治
年
九
月
二
十
七
日

二
九
二
八
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

皿
明
治
十
一
月
十
五
日

二
九
二
九
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

換
舌
、
今
宵
は
御
少
々
御
風
邪
之
由
、
折
角
御
自
愛
専
一
二
奉
存
候
、

然
ハ
当
夜
十
一
時
、
伊
東
文
姫
様
拝
診
仕
候
処
、
御
脈
榑
百
三
十
、
御

体
温
三
十
九
度
四
分
二
て
御
坐
候
、
御
口
中
御
乾
燥
、
頻
一
一
氷
水
ヲ
被

欲
候
、
過
刻
よ
り
耳
鳴
も
有
之
候
様
之
御
容
躰
、
多
分
キ
ニ
ー
子
御
投

与
二
て
可
有
之
奉
察
候
、
御
涜
腸
御
指
上
後
、
一
行
之
御
便
通
、
多
少

ハ
確
と
不
被
承
候
、
只
今
御
快
謀
二
て
、
御
惣
身
自
汗
二
相
成
居
申
候
、

今
夜
御
代
診
之
御
方
も
御
不
在
二
付
、
御
高
考
之
為
右
而
已
申
上
度
、

走
々
拝
具
三
月
廿
六
口
午
後
十
一
時

伊
東
様
二
て
山
川
幸
喜

池
田
大
先
生
〔
田
中
〕

Ⅵ
明
治
年
三
月
十
八
日

二
九
三
○
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

拝
啓
仕
候
、
益
御
清
適
可
被
成
御
坐
奉
拝
賀
候
、
然
は
陸
軍
尉
官
塩
田

千
棯
と
申
者
、
昨
冬
以
来
軽
キ
肺
疾
二
罹
り
、
微
咳
及
ビ
寒
熱
之
往
来

消
滅
セ
ス
、
遷
延
今
日
二
至
り
頗
ル
困
却
罷
在
候
二
付
、
患
者
ヲ
初
メ

Ｂ
明
治
年
三
月
二
十
六
日

九
月
廿
七
日
夜

池
田
大
先
生
閣
下

山
下
幸
喜

〔
田
中
〕
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拝
啓
仕
候
、
然
ハ
昨
川
も
御
苦
労
被
下
候
南
様
御
容
躰
、
諸
症
ハ
依
然

（
岫
力
）

中
、
本
日
寒
風
候
故
歎
御
憎
寒
一
層
相
加
り
、
御
腹
部
梢
圧
重
ヲ
覚
、

何
ト
ナ
ク
御
気
先
爽
快
ナ
ラ
ズ
御
睡
眠
勝
チ
ニ
御
坐
候
、
午
後
、
脈
榑

八
十
位
二
在
之
、
御
頭
痛
ハ
川
も
無
之
、
御
食
量
且
つ
御
便
通
先
両
三

日
多
少
相
変
り
候
義
無
御
坐
候
、
何
卒
明
日
ハ
御
繰
合
を
以
御
来
診
被

下
候
様
奉
願
度
、
此
段
奉
願
上
候
也

親
類
一
同
示
談
之
上
、
尊
君
之
御
一
診
奉
乞
受
度
段
申
出
、
即
チ
小
生

之
添
書
を
以
御
相
談
申
上
呉
候
様
依
托
セ
ラ
レ
申
候
、
御
用
繁
之
中
至

極
奉
恐
入
候
得
共
、
御
繰
合
を
以
一
両
日
之
中
御
来
臨
被
下
問
敷
哉
、

伏
て
此
段
奉
願
上
候
、
耆
餘
御
拝
鳳
可
申
上
候
也

三
月
十
八
日

山
川
幸
喜

池
田
大
先
生
侍
曹

再
伸
、
御
来
臨
之
節
、
若
不
得
拝
顔
候
時
ハ
、
乍
御
手
数
御
処
方

害
奉
煩
度
奉
願
上
候
也

有
楽
町
二
丁
目
、
萬
里
小
路
邸
内
二
て
中
長
屋
塩
田
千
稔

右
患
者
之
宅
〔
田
中
〕

出
明
治
年
三
月
十
六
日

二
九
三
二
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

三
月
十
六
日
午
後
山
川
幸
喜

池
田
様
侍
史
〔
田
中
〕

略
明
治
年
三
月
十
八
日

二
九
三
一
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

拝
啓
仕
候
、
然
ハ
昨
日
も
南
様
へ
御
来
臨
被
下
、
御
懇
害
御
認
置
被
下

難
有
奉
拝
見
候
、
早
速
御
処
方
害
之
通
転
方
二
て
指
上
、
且
本
日
よ
り

水
治
法
も
指
上
候
様
御
指
揮
被
下
置
、
午
后
二
時
半
よ
り
四
時
迄
指
上

中
、
確
乎
ダ
ル
御
発
汗
二
も
不
相
成
、
何
分
衣
褥
之
圧
痛
ヲ
覚
堪
忍
ベ

カ
ラ
ザ
ル
ニ
至
り
、
狸
て
指
上
候
義
も
難
出
来
、
無
拠
一
時
半
二
て
相

止
、
衣
褥
ヲ
取
り
、
元
ノ
床
二
就
ン
ト
動
揺
中
、
御
足
部
肌
接
製
、
御

呼
吸
も
梢
短
息
、
御
惣
体
頗
ル
惰
獺
之
御
様
子
二
付
、
氷
水
一
片
ヲ
御

喫
シ
ニ
て
御
気
先
キ
モ
少
シ
ク
爽
快
ヲ
相
覚
候
由
、
此
体
二
て
は
明
日

之
水
治
法
如
何
致
し
候
て
宜
敷
哉
之
御
尋
も
御
坐
候
得
共
、
初
日
は
御

発
汗
流
灘
セ
ズ
、
又
々
明
日
相
重
ね
候
時
は
随
分
御
発
汗
二
も
可
相
成

様
申
上
置
候
処
、
将
又
明
日
も
先
時
間
短
二
相
施
シ
候
方
如
何
也
、
尚

御
高
考
被
下
候
て
、
可
然
御
報
奉
待
上
候
、
乍
併
御
食
事
御
便
通
ハ
先

依
旧
、
脈
榑
、
水
治
法
ノ
前
八
十
、
後
九
十
四
、
昨
夜
ハ
御
不
眠
二
て
、

今
朝
方
午
後
一
時
頃
迄
睡
眠
有
之
候
、
其
他
異
状
ハ
無
之
候
間
此
段
奉

得
貴
意
度
、
早
々
頓
首
拝

三
月
十
八
日
午
後
五
時
幸
喜

池
田
様
〔
田
中
〕
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Ⅳ
明
治
年
四
月
十
一
日

二
九
三
一
一
一
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

昨
日
は
御
多
忙
之
御
中
方
亀
井
家
之
御
小
児
御
来
診
被
仰
付
難
有
奉
存

候
、
早
速
御
示
諭
之
通
り
両
剤
相
用
、
昨
夜
よ
り
五
六
行
之
下
利
有
之
、

今
朝
よ
り
麻
疹
見
点
今
午
後
御
惣
身
二
発
現
仕
り
、
御
気
先
も
昨
日

二
比
ス
レ
ハ
鞘
よ
ろ
し
く
、
熱
度
も
段
々
下
降
仕
候
、
咳
嗽
も
先
昨
日

同
様
二
御
坐
候
、
本
剤
而
巳
二
て
先
相
見
合
居
申
候
、
不
取
敢
此
段
御

報
知
申
上
度
、
早
々
頓
首
拝

四
月
十
一
日
亀
井
家
二
て
山
川
幸
喜

池
田
大
先
生
閣
下
〔
田
中
〕

拝
啓
仕
候
、
陳
ハ
三
宅
幹
吉
小
児
、
一
昨
十
二
時
頃
大
便
通
有
之
、
其

（
施
）

後
便
通
無
之
、
両
度
も
灌
腸
相
旋
候
得
共
薬
汁
而
已
漏
洩
仕
候
而
已
二

御
坐
候
、
就
て
ハ
昨
日
午
後
五
時
廿
耒
五
氏
之
頓
服
相
用
候
処
、
夜
二

至
り
吐
乳
、
何
分
昨
夜
も
眠
り
二
付
不
申
困
却
罷
在
候
、
至
極
申
上
兼

候
得
共
、
御
尊
診
之
上
御
所
置
被
下
候
様
奉
仰
望
候
、
容
躰
ハ
巨
細
二

両
親
よ
り
御
聞
取
可
被
下
候
、
取
急
右
願
用
而
已
、
走
々
拝
具

四
月
廿
九
日
朝
山
川
幸
喜
拝

池
田
大
先
生
〔
田
中
〕

肥
明
治
年
四
月
二
十
九
日

二
九
三
四
山
川
幸
喜
池
田
謙
斎

二
九
三
五
山
川
幸
喜
池
田
（
謙
斎
）

過
日
ハ
早
速
御
来
診
被
下
候
段
別
て
難
有
奉
存
候
、
依
高
庇
本
文

之
如
ク
軽
快
相
赴
候

拝
啓
仕
候
、
益
御
清
穆
可
被
成
御
坐
奉
恐
賀
候
、
陳
ハ
岩
倉
亥
尾
子
殿
、

一
昨
日
御
来
診
被
下
候
後
格
別
之
異
状
も
無
之
、
漸
次
御
快
方
二
被
為

移
候昨
廿
五
日
午
前

体
温
三
十
七
度
六
分
、
呼
吸
三
十
、
脈
七
十
六
、

午
後
温
三
十
七
度
五
分
、
呼
吸
二
十
四
、
脈
七
十
二

今
朝
午
前

体
温
三
十
七
度
二
分
、
呼
吸
二
十
、
脈
六
十

昨
日
夕
方
よ
り
右
肺
之
笛
音
極
微
々
二
聴
取
候
処
、
今
朝
ハ
更
二
消
滅

仕
り
候
様
二
相
成
候
、
脈
榑
も
前
件
之
通
二
相
成
候
間
、
本
日
よ
り
実

芙
葉
ヲ
去
り
吐
根
三
氏
二
三
弓
後
礪
亜
精
十
二
ｍ
単
別
二
弓
一
日
分
ト

シ
投
与
仕
り
置
候
、
尚
又
御
尊
考
奉
願
上
候
、
咳
嗽
も
次
第
二
減
少
、

従
て
略
疾
も
無
之
、
食
気
も
追
々
二
進
ミ
居
申
候
、
此
段
奉
申
上
候
也

三
月
廿
六
日
山
川
幸
喜

池
田
大
先
生
閣
下
〔
田
中
〕

岨
明
治
年
三
月
二
十
六
日
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過
日
来
御
眼
疾
二
て
御
引
入
御
加
養
之
処
、
御
降
誕
二
付
押
て
御
出
仕

（
１
）

之
旨
具
綱
殿
よ
り
伝
承
、
嚥
御
用
繁
奉
察
上
候
、
籾
檜
山
殿
漸
次
快
方

之
処
何
分
便
通
無
之
、
潅
腸
両
度
も
相
施
候
得
共
不
奏
効
、
価
て
昨
朝

芦
菅
三
氏
大
黄
末
二
氏
ヒ
ョ
ス
水
五
氏
甘
草
末
二
氏
右
糊

丸
頓
服
二
差
上
候
処
、
追
々
小
腹
二
微
痛
を
起
シ
、
従
て
前
之
胃

痛
相
発
、
コ
ロ
ラ
ー
ル
ヒ
ト
ラ
ー
ト
十
氏
ノ
頓
服
二
て
漸
々
鎮
静
二
相

成
、
大
便
昨
夕
よ
り
今
朝
ま
て
二
都
合
三
行
有
之
、
本
日
は
些
少
之
痛

ゼ
ン

ミ
も
無
之
心
下
頗
ル
開
鶏
ヲ
党
へ
、
患
者
占
初
て
快
然
ダ
ル
厚
礼
ヲ
述

拝
願
仕
、
早
速
御
来
一

此
金
些
少
ニ
ハ
御
座

留
も
被
下
置
候
ハ
、

御
坐
候
也
、
頓
首
拝

加
明
治
年
五
月
一
日

二
九
三
六
山
川
幸
喜
池
田
（
謙
斎
）

益
御
清
祥
奉
恐
賀
候
、
然
ハ
過
日
拙
孫
不
快
之
節
、
御
用
繁
之
御
中
へ

拝
願
仕
、
早
速
御
来
診
被
下
難
有
奉
存
候
、
恩
庇
を
以
漸
次
快
気
仕
候
、

此
金
些
少
ニ
ハ
御
座
候
得
共
、
御
粗
菓
料
と
し
て
呈
上
仕
り
度
、
御
笑

留
も
被
下
置
候
ハ
、
本
懐
之
至
二
奉
存
候
、
右
御
礼
之
験
迄
早
々
如
是

虹
明
治
年
八
月
四
ｕ

二
九
三
七
山
川
幸
喜
池
田
（
謙
斎
）

五
月
一
日
山
川
幸
喜

池
田
盟
台
閣
下

尚
以
荊
妻
・
娘
ど
も
よ
り
も
よ
ろ
し
く
御
厚
礼
申
上
候
、

再
拝

〔
田
中
〕

益
々
御
清
祥
可
被
成
御
奉
務
奉
恐
賀
候
、
然
は
過
日
ハ
岩
倉
家
患
者
二

付
て
ハ
色
々
御
配
慮
被
下
、
時
々
御
苦
労
を
も
被
下
万
々
難
有
奉
存
候
、

（
１
）

其
後
御
礼
も
不
申
上
欠
敬
仕
候
、
籾
南
佐
恵
木
町
久
我
真
道
義
、
先
日

（
マ
マ
）

来
病
床
二
御
坐
候
処
、
何
分
博
々
敷
無
御
坐
候
、
就
て
ハ
御
多
忙
中
奉

願
上
兼
候
得
共
、
一
両
日
之
中
御
一
診
奉
乞
度
当
人
方
も
奉
仰
望
居
候

間
、
何
卒
御
繰
合
を
以
御
来
車
奉
願
度
、
右
二
付
昨
日
一
寸
以
参
堂
御

門
生
迄
奉
願
置
候
、
御
都
合
次
第
御
回
診
も
被
下
候
ハ
、
難
有
奉
存
候
、

右
願
用
而
已
、
早
々
不
悉

十
月
州
一
日
山
川
幸
喜

型
明
治
年
十
月
三
十
一
日

二
九
一
一
一
八
山
川
幸
喜
池
田
（
謙
斎
）

ル
様
二
相
成
申
候
、
右
之
都
合
二
も
御
坐
候
ハ
、
最
早
格
別
異
状
も
無

之
事
と
奉
存
候
、
一
昨
日
来
ハ
矢
張
り
胃
液
而
已
相
用
、
本
日
丈
少
量

ノ
莨
若
エ
キ
ス
丸
投
与
仕
り
置
申
候
、
御
多
忙
中
之
際
一
一
被
為
在
候
故
、

右
之
容
躰
な
れ
（
別
段
御
来
診
不
奉
煩
と
も
宜
敷
歎
と
奉
存
候
、
此
段

一
寸
愚
札
ヲ
以
申
上
度
、
早
々
不
具

八
月
四
日
岩
倉
家
二
て
山
川
幸
喜

大
国
手
池
田
先
生
侍
史

（
１
）
具
綱
…
。
：
岩
倉
具
綱
。
父
は
富
小
路
政
直
。
岩
倉
具
視
の
養
子
と
な

る
。
明
治
六
年
宮
内
大
録
に
任
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
掌
典
と
な
り
、
多

年
掌
典
長
を
勤
め
る
。
大
正
十
二
年
没
、
年
八
十
三
。
〔
田
中
〕
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拝
啓
仕
候
、
益
々
御
清
祥
奉
恐
賀
候
、
然
ハ
岩
倉
御
後
室
昨
日
御
来
診

Ⅲ

被
下
候
□
口
御
異
状
無
之
候
得
共
、
只
胃
部
苦
悶
嘔
気
之
気
味
ヲ
訴
フ

ル
而
已
二
御
坐
候

昨
午
後
五
時
半

脈
七
十
二
体
温
三
十
七
度
三
分

本
日
午
前
八
時

脈
七
十
二
体
温
三
十
六
度
八
分

（
損
）

右
体
温
下
降
罷
在
候
故
、
今
朝
ハ
キ
ニ
ー
子
半
減
□
□
口
相
用
置
候
、

水
薬
ハ
前
方
上
げ
置
候
、
兎
角
キ
ニ
ー
子
丸
御
服
用
後
ハ
嘔
気
増
加
被

致
、
御
迷
惑
之
御
様
子
二
御
坐
候
、
御
示
諭
之
通
り
昨
日
尿
之
試
験
仕

候
処
少
々
蛋
白
分
有
之
、
又
昨
夜
相
試
候
処
更
一
一
沈
澱
物
無
之
、
今
朝

又
々
試
験
仕
候
処
少
量
之
蛋
白
分
有
之
候
、
此
段
申
上
置
度
、
早
々
頓

首

十
月
廿
八
日
山
川
幸
喜

池
田
大
先
生
閣
下
〔
田
中
〕

尿
沈
澱
物
一
）

羽
明
治
年
十
月
二
十
八
日

二
九
三
九
山
川
幸
喜
池
田
（
謙
斎
）

（
１
）
久
我
真
道
…
．
：
明
治
八
年
侍
医
局
薬
剤
生
。

池
田
大
先
生
閣
下

戸式

田

中
一ゴ


